
【重要】保護対象者情報内容作成時の注意点
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この番号はすべての情報を紐付ける番号ですので、間違いなく記入してください。

本名は絶対に登録しないでください。
特に保護対象者本人が好む呼称がない場合には「お父さん」「お母さん」などの一般的な呼称を使
用してください。その場合は本人が嫌がる呼称だけは避けてください。

システム上で発見者に開示されることはありませんが年月を西暦で記入してください。

性別は間違いないように入力時にも注意してください。入力ミスでも保護時にトラブルになる可能性
があります。

保護対象者を識別する情報ですので、出来るだけ詳しく記入してください
身長や体型・髪形や髪の色・目立つほくろなどの風体に関わる特徴だけでなく、メガネや帽子・杖や
カバンなど普段持っていることが多い持ち物や歩き方などの特徴など。

「認知症」であることは忘れずに記入してください。
医療的なリスクが高いものから順番に記入してください。特に糖尿病や高血圧・心疾患や脳血管疾
患・腎疾患など長時間の徘徊でリスクを生じやすいものはもれなく記入して下さい。

医療的・介護的観点から注意すべき点を記入してください。
徘徊時は時間や気候などによって脱水・血圧上昇・血圧低下・空腹・低血糖・体温上昇・低体温な
どの事象が発生することがあります。既往症によってはこれらの事象が重篤な影響をもたらすリスク
がありますので、水分補給や調整、糖分摂取や体温調整など重要な対応から順番に記入してくだ
さい。特に医療的な知識の十分でない方にもわかりやすく、具体的かつ分かりやすい表現で記入し
てください。

アレルギーなどをお持ちの場合、付記されることを推奨しています。(食物、薬など)
本人への呼びかけや関わり方、特に本人が好む話題や落ち着いてくださるような話のポイントなどを
簡潔に記入してください。

出来るだけ1名のみでの登録は避けてください。登録されたアドレスにメールが送信されるのは「保
護対象者発見後」ですので、お迎えのご協力を頂ける方であれば運用上に支障はありません。

必ず保護者(介護者)が普段持ち歩いているスマートホン・携帯電話などで連絡の取れるメールアド
レスを設定してください。自宅のパソコンでしか使用していないPCアドレスなどは設定しないようにし
てください。

「０（ゼロ）とＯ（オー）」「-(ハイフン)と＿(アンダーバー)」など文字や記号の間違いには注意してくだ
さい(★システム入力後に必ずテストメール受信確認まで行ってください)。

この情報が保護された際に保護者(介護者)に迅速に連絡を取り、保護対象者ご本人の安
全で安楽な対応に繋がり、発見者の負担も最低限にすることに繋がりますので、抜けもれな
く十分な情報の登録をお願いいたします。

運用の流れ

[注意点]を確認しながら、
「記入例」を参考に作成してください



記
入
例
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